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トランプ圧倒的優位で予備選へ 
 ～刑事裁判を抱えるなか、トランプ氏本指名への不透明感は残る～ 
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◇ 2024年大統領選の共和党指名候補者が参加する第 4回討論会では、対トランプ候補として躍進す

るヘイリー氏に攻撃が集中した。討論会後の世論調査では、2番手につけるデサンティス氏が最も

高い評価を受けた一方、ヘイリー氏も良好なパフォーマンスを発揮したとの見方が強い。 

◇ 共和党の指名候補争いは、1/15のアイオワ州党員集会が初戦となり、その後 1/23のニューハンプ

シャー州予備選挙へと続く。その後 3/5のスーパーチューズデーでは 15州の投票が同時に実施さ

れ、共和党予備選の大勢が決する可能性が高い。 

◇ トランプ前大統領は討論会を欠席し続けているものの、他候補に対する圧倒的なリードを保ってい

る。とはいえ、同氏は複数の刑事裁判を抱える前代未聞の選挙戦を強いられるため、7月の共和党

全国大会における大統領候補の正式指名までには依然不透明感が残る。 

 

・第4回討論会レビュー：ヘイリー氏に攻撃が集中 

 12/6、2024年大統領選の共和党指名候補者が参加する第4回討論会がアラバマ州にて開催された

（注1）。同討論会に参加したのは、2番手ながら支持率が低迷するデサンティス現フロリダ州知事

（図表1）、対トランプ候補として躍進するヘイリー元米国連大使、30代起業家のラマスワミ氏、ト

ランプ氏に批判的なクリスティー前ニュージャージー州知事の4名である。なお、第3回討論会に参

加したスコット上院議員は11/12に指名候補争いからの撤退を表明している。一方、支持率で圧倒的

に優位に立つトランプ前大統領は、今回を含む4回の討論会を全て欠席した。 

 同討論会においては、他候補からヘイリー氏への攻撃が集中した。ヘイリー氏に対して、デサン

ティス氏はトランスジェンダーの権利を擁護し過ぎていると批判したほか、ラマスワミ氏は大口献

金者からの支持を受けていることを指摘したうえで「ヘイリーは腐敗している」と述べた。こうし

たなか、ヘイリー氏は自身に対する攻撃を「注目されるのは大好き」と一蹴するなど反撃した。他

方クリスティー氏はラマスワミ氏によるヘイリー氏への執拗な攻撃に苦言を呈する一方、他の3候補

が副大統領候補になるためにトランプ氏への直接的な言及を避けていると指摘した。 

 討論会後の世論調査における「最も良いパフォーマンス」を発揮した参加者を巡っては、30%の観

戦者がデサンティス氏を挙げる一方、ヘイリー氏も23%で続くなど他候補からの攻撃にも関わらず良

好なパフォーマンスを発揮したとの見方が強い（注2）。なお、共和党予備選の投票にあたっての重

要な論点を巡っては、有権者の52%が「インフレ対策」、41%が「移民対策」と回答するなど圧倒的

な割合を占める一方、「テロや外国との対立からの安全」は27%、「政府支出の削減」は25%に留ま

った。 
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・トランプ圧倒的優位で予備選へ突入 

2024年の共和党の指名候補争いは、1/15のアイオワ州党員集会が初戦となり、その後1/23のニュ

ーハンプシャー州予備選挙へと続く（図表2）。これら両州の投票直前にはCNNが討論会を開催する

予定であり（1/10にアイオワ、1/21にニューハンプシャー）、10%以上の支持率といった参加要件を

満たすトランプ氏、デサンティス氏、ヘイリー氏が招待される可能性が高い。トランプ氏が予備選

開始の直前になり、漸く討論会に参加するのかが注目される。なお予備選初戦となる2州においても、

トランプ氏が他候補にダブルスコアをつける圧倒的なリードを守っている構図に変化はない（図表1

右）。その後2月はネバダ州、ヘイリー氏の地元であるサウスカロライナ州などで投票が実施される。

3/5のスーパーチューズデーでは15州の投票が同時に実施され、共和党予備選の大勢が決する可能性

が高い。 

 民主・共和両党の候補指名争いである予備選、及びその後の大統領選本選を巡っては、事前の見

通しが外れることは少なくない。例えば共に民主党予備選ではあるものの、2004年は最有力であっ

たディーン前バーモント州知事（当時）がケリー上院議員に敗れたほか、2008年はヒラリー・クリ

ントン上院議員が有力視されるなかでオバマ上院議員が本指名を獲得した（図表3）。 

今回の共和党予備選を巡っては次の2点に留意が必要だろう。まず、トランプ氏は他候補に対する

圧倒的なリードを保っており、多少の追い風がある場合においても、デサンティス氏やヘイリー氏

がこうした圧倒的な劣勢を逆転する可能性は低い。支持率が低迷するクリスティー氏が今後撤退す

る場合、同氏の支持はヘイリー氏へと流れることが想定されるものの、このケースにおいてもトラ

ンプ氏の圧倒的優位は揺るがない。 

とはいえ、トランプ前大統領は複数の刑事裁判を抱える前代未聞の選挙戦を強いられるため、

7/15-18開催の共和党全国大会にて正式に大統領候補として指名される道程には依然不透明感が残る。

トランプ氏はスーパーチューズデー前日の3/4には議会襲撃事件を巡る初公判（ワシントン連邦地裁）

に出廷する必要があり、予備選のヤマ場となるタイミングで全米遊説する時間が限られる。その後

も不倫口止め料（3/25にニューヨーク地裁）や機密文書保持（5/20にフロリダ地裁）を巡る初公判

が続くなど、刑事裁判と選挙戦の同時進行が資金的・時間的な制約をトランプ氏に課すことになる

だろう。トランプ氏が有罪判決を受ける場合には共和党員の45%が同氏に投票しないとの調査結果が

あり（注3）、指名候補争いの大勢が決した後においても、共和党内においてトランプ氏が大統領候

補として妥当であるかの議論が刑事裁判の展開次第で燻り続ける可能性がある。 
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図表1：共和党候補の支持率（左：全米、右：予備選初戦となる2州） 

   

注：左図：月末時点の集計値（12月は9日時点）。右図：12月9日時点。 

出所：RealClearPolitics、FiveThirtyEightより第一生命経済研究所作成 

  

図表2：2024年大統領選の主な日程 

 

注：ニューハンプシャー州では1/23に民主党の予備選挙も実施されるが、民主党全国委員会はサウ

スカロライナ州を初戦州にすることを決定しているため、バイデン大統領はニューハンプシャー州

の予備選には参加しない予定。 

出所：各種報道より第一生命経済研究所作成 
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1/15     州党員集会（初戦）

1/23           州予備選挙

2/3  ｳ ｶﾛ  ﾅ州予備選挙（初戦）

2/8 ﾈ  ﾀ 州党員集会

2/24  ｳ ｶﾛ  ﾅ州予備選挙

3/2   ﾀ ﾎ州・  ｶ  州党員集会

3/4 議会襲撃事件を巡る初公判(DC)

3/5

3/25 口止め料事件を巡る初公判(NY)

5/20 機密文書事件を巡る初公判(FL)

7/15-18 全国大会  

8/19-22 全国大会

11/5 大統領選・連邦議会選 投票日

スーパーチューズデー(15州で予備選・党員集会)
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図表3：2000年以降の大統領選の結果と前年末時点の見通し 

 

出所：米連邦選挙委員会、各種報道より第一生命経済研究所作成 

 

【注釈】 

1）第 1回討論会に関しては「ラマスワミ氏が共和党指名候補として存在感」（2023/8/25）、第 2回

は「トランプ批判が開始された一方、際立った 2番手は依然現れず」（2023/9/29）、第 3回は「ヘイ

リー氏が討論会及び世論調査で躍進」（2023/11/13）をそれぞれ参照。 

2）Who Won The Fourth Republican Debate? | FiveThirtyEight 

3）Reuters/Ipsos Survey: Despite indictments, Trump leads primary field as DeSantis loses 

support | Ipsos 

以上 

選挙年 当選者
獲得

選挙人
一般

得票率
対決候補

獲得
選挙人

一般
得票率

前年末時点の見通し

2000 ブッシュ 271 47.9 ゴア 266 48.4
共和党候補はブッシュが最有力。民主党は本命のゴアに
対して2番手のブラドリーが躍進。直接対決では、ブッシュ
が民主党のどちらの候補にも優位な情勢

2004 ブッシュ 286 50.7 ケリー 251 48.3

現職のブッシュが接戦州でも圧倒的優勢。民主党は9候補
が予備選に立候補するなか、トップを走るディーンが有力
（ケリーが初戦のアイオワで予想外に勝利し、その後本指
名を獲得）

2008 オバマ 365 52.9 マケイン 173 45.7
共和党ではマケイン、ジュリアーニ、ハッカビー、ロムニー
の4候補で混戦。民主党候補は最有力のヒラリーに対し
て、オバマが追走

2012 オバマ 332 51.1 ロムニー 226 47.0
現職のオバマは支持率低迷を背景に苦戦を強いられると
の予想。共和党候補はロムニー、ポール、ギングリッチ、
サントラムの4氏で混戦

2016 トランプ 304 46.1 ヒラリー 227 48.2 民主党はヒラリー、共和党はトランプが最有力。トランプとヒ
ラリーの直接対決ではヒラリーが優勢

2020 バイデン 306 51.3 トランプ 232 46.9
民主党はバイデンが最有力、サンダースとウォーレンが後
に続く。バイデンとトランプの直接対決ではバイデンが優勢

https://www.dlri.co.jp/report/macro/273671.html
https://www.dlri.co.jp/report/macro/282531.html
https://www.dlri.co.jp/report/macro/288300.html
https://www.dlri.co.jp/report/macro/288300.html
https://projects.fivethirtyeight.com/republican-debate-december-poll/
https://www.ipsos.com/en-us/reutersipsos-survey-despite-indictments-trump-leads-primary-field-desantis-loses-support
https://www.ipsos.com/en-us/reutersipsos-survey-despite-indictments-trump-leads-primary-field-desantis-loses-support

